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中間期業績予想の修正に関するお知らせ 
 
最近の業績の動向等を踏まえ、平成 18 年 2 月 24 日の決算発表時に公表しました平成 18 年 12
月期（平成 18 年 1 月 1 日～平成 18 年 12 月 31 日）中間期の連結業績予想および個別業績予
想を下記のとおり修正いたします。 

記 
１．当中間期の連結業績予想数値の修正（平成 18 年 1 月 1 日～平成 18 年 6 月 30 日） 

（単位：百万円） 
 売 上 高 経常利益 中間純利益 
前 回 発 表 予 想 （ A） 24,000 400 △1,100 
今 回 修 正 予 想 （ B） 24,470 555 △2,310 
増  減  額 （ B－ A） 470 155 △1,210 
増  減  率 （ ％ ） 2.0 38.8 － 
（ご参考） 
前期実績（平成 17年 12月中間期）  

23,806 385 △76 

 
２．当中間期の個別業績予想数値の修正（平成 18 年 1 月 1 日～平成 18 年 6 月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 
前 回 発 表 予 想 （ A） 16,000 450 250 
今 回 修 正 予 想 （ B） 16,415 645 280 
増  減  額 （ B－ A） 415 195 30 
増  減  率 （ ％ ） 2.6 43.3 12.0 
（ご参考） 
前期実績（平成 17年 12月中間期）  

16,342 379 188 

 

３．修正の理由 
当中間期の業績につきましては、連結および個別とも売上が堅調であったこと、また昨年度

実施した子会社の統廃合による効果金額が予想を上回ったこと等により、連結経常利益、個別
経常利益は当初予想を上回る見込みとなりました。 
また連結中間純利益については、「固定資産減損に係る会計基準」適用に伴い処理した減損損
失が、グループ会社資産精査により当初見込みから大幅に増加したため、予想を下回る見込み

であります。 
なお、通期の業績予想につきましては見直し中であり、中間決算発表時に改めて公表いたし
ます。 

以 上 


